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「霧島田口・大窪地区メガソーラー発電所建設に伴う測量・調査」による地区内外

の土地境界立会について（お願い） 

 

 

 

表題の文書が近隣の土地所有者に御社から配布されました。文中に『メガソーラ

ー発電所建設の推進する事業へ御理解・御協力をいただき厚く御礼申し上げます』

とあります。非常に難解な文章ですが、地元が太陽光発電所建設事業を理解し、協

力していると読めます。地元住民が測量の目的を御社、及び測量を委託した JPGSK

の担当者に問いかけましたところ、土地境界を確立する目的の測量であると答える

のみで測量目的を答えていただけませんでした。今回の文書で初めて太陽光発電所

建設計画が進められていると知りました。 

霧島市長は当地の太陽光発電所建設事業に反対を表明し、霧島市議会の総務環境

常任委員会は地元市民団体が提出しました反対陳情を全会一致で採択しております。

霧島神宮をはじめ、近隣水利組合、自治会、医療施設、介護施設、漁協の皆様はこの

事業に同意しないという文書を鹿児島県知事、霧島市長に提出し反対の意思を明確

にしております。 

地元はこの事業に対する説明を一切受けておりませんので理解しようがありま

せん。御社に測量委託をされています JPGSK の川村様より 3 月 16 日、説明をさ

せて欲しいとの電話を頂戴しております。説明を受け、納得するまで土地境界立会

の意思決定は留保させていただきます。よって理解、協力をしているなどの表現は

迷惑千万です。 

さらに文中に『これまでに皆様の土地周辺に立ち入らせていただき、調査作業等

を進めて参りました。』とあります。太陽光発電所の計画用地の各所に『無断立入禁

止、発見した場合、不法侵入として警察に通報する』との厳しい看板が設置されて

おりました。逆に申せば御社は民地に無断立入、測量をされたという事で、身勝手

な不法侵入行為があったと推測でき霧島警察に通報いたしました。 

このような事情から、『土地境界立会』には応じません。ご理解願います。 

 

 

隣地地権者 

霧島虎ヶ尾岡メガソーラー建設反対協議会 

連絡先 中村満雄（080-8500-0803） 


